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環境経営方針

基本理念

行動指針

③ 環境保全のため下記の重点項目を実行します。

         　　　※　鋳造技術の高度化の推進

         　　　※　省資源、省エネルギーの推進

         　　　※　廃棄物の削減およびリサイクルの向上

④

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　　加藤紘平

代表取締役　　　加藤紘平

   (2018年10月1日改訂)

         愛知県清須市清洲1668

                  株式会社　加　藤　製　作　所 

当社は、銅合金鋳物製品の製造プロセスが環境に与える影響を 直視し、地球環境保護と資

源有限性への配慮に努め、環境負荷 の低減を目指したグローバルなもの作りを推進して、

社会的責 任を果たすことを基本理念とする。

環境負荷低減のために環境目標を定め社内に展開し、環境マネジメントシステムの継

続的改善を行います。
①

当社に適用される法規制、および当社が同意するその他の要求事項を遵守します。②

環境方針は全従業員に周知すると同時に、一般に公開します。

2006年11月22日

株式会社加藤製作所
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Ⅰ 組織の概要

Ⅱ 対象範囲

事務局 岐阜工場　物流課　課長　松永  憲幸

事業内容
銅合金鋳物･ステンレス製品製造業（水道用バルブ・継手、給水栓･その他）

上記製品・部品のＯＥＭ生産をしております

環境管理責任者 総務部　　　　武田　智志

　本社工場：主に鋳造加工を行う

　本社工場：敷地面積　3749㎡　床面積　1096㎡　従業員8人

　岐阜工場：敷地面積　6138㎡　床面積　2040㎡　従業員15人

　岐阜工場：主に機械加工と組立加工を行う。物流センターで出荷管理を行う。

本社工場と岐阜工場

の規模と役割

資本金 従業員数 ６,５００万円 23名

売上高 　272,155万円 (2022年4月～2023年3月）

設　立 1969年5月31日

事業所名

代表者名

株式会社　加藤製作所

代表取締役　加藤　紘平

本社・本社工場：愛知県清須市清洲１６６８

所在地

岐阜工場：岐阜県海津市海津町鹿野東縄１２０４

全組織・全活動

　組織：本社・本社工場、岐阜工場

　活動：銅合金鋳物･ステンレス製品製造業

　　　（水道用バルブ・継手、給水栓･その他）

認証登録範囲

対象期間

レポート発行日

2022年4月～2023年3月

2023年6月16日
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Ⅲ 環境経営目標（中期目標含む）

全社

本社

岐阜

本社

岐阜

全社

電力の購入先は高圧は関西電力。本社の一部（低圧）のみ中部電力から購入。

電力のCO2排出係数（調整後）は関西電力の2019年度0.318kg-CO2/kWhと中部電力の0.426kg-CO2/kWhを使用。

本社鋳造溶解重量

本社鋳造生産重量

全社生産高＝本社生産高＋岐阜生産高

本社生産高＝鋳造生産高＋技術生産高

岐阜生産高＝機械生産高＋組立生産高

2023 年度 2024年度

- １％削減 2％削減 3％削減

環境経営

方針
工場 環境負荷項目 単位

基準年度

2021年度
2022年度

電力使用量の削減

kWh 476,841 472,073 467,304 462,536

kWh 279,579

211,803 209,641

kg-CO2/生産

高・千円
2.837 2.809 2.780 2.752二酸化炭素総排出量の削減

kg-CO2 216,125 213,964

kg-CO2/売上

高・千円
0.099 0.098

276,783 273,987 271,192

kWh 197,262 195,289 193,317 191,344

0.097 0.096

15,116

全社 ガソリンの削減 ℓ 3,782 3,744 3,706 3,669

本社 液化プロパンガスの削減 kg 15,584 15,428 15,272

③水使用

量の削減
水使用量の削減

m３ 300 297

1,762

➁廃棄物

の削減お

よびリサ

イクルの

向上

全社

一般廃棄物の削減 kg 4,105 4,064 4,023 3,982

産業廃棄物の削減

（除く有価物）

全社 軽油の削減 ℓ 1,816 1,798 1,780

①二酸化

炭素排出

量の削減

全社

294 291

m3 196 194 192 190

㎏ 14,730 14,583 14,435 14,288

4.70% 4.66%

⑤社会

貢献
工場周辺の清掃活動など 回/年 4 4 4 4

④不良

低減
本社

工程内不良率の削減

(鋳造工程）
％ 4.80% 4.75%

千円

24,991 千円

＊化学物質は原材料である青銅鋳物（CAC406など）に鉛が4-5％含有していますが、PRTR法に基づき適正に管理します。市

場の鉛フリー化も進んではいるが、市場動向次第のところもあり上記のような管理目標値は設定せず、適正管理とする。

そのほか

の原単位

の分母の

値は右記

2021年実績

53,510 kg

27,071 kg

76,182 千円

51,191
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作成日：

作成者：

<役割>
*環境経営方針の策定

*全体の評価と見直し

*環境経営レポートの承認

*各種目標･計画の承認

*環境経営管理責任者の任命

*資源の準備

<役割>
<役割> *各種目標･計画の報告と進捗確認

*EA21ｼｽﾃﾑの構築・運用・維持 *EA21に関する審議

＊苦情窓口
管理責任者　武田 智志

*岐阜工場 管理責任者　松永 憲幸

外部からの環境に関わる苦情を受けた

場合、直ちに上記窓口へ繋ぎ、対応は

必ず上記窓口が行う。
<役割>

*環境経営管理責任者の補佐

*負荷および取組の自己ﾁｪｯｸの実施

*各種目標･計画の策定

*環境レポートの策定

*各種目標･計画の管理

*手順書などの作成

*関連法規の遵守状況管理

*教育・訓練計画の策定と実施

*各種記録の保管

*その他ＥＡ２１に関する業務

*各グループへの徹底

*各種目標･計画の推進

*グループ内の徹底

*グループ内の取り纏め

*各種目標･計画の推進

*日常活動の推進

鋳造係長 品質管理部部門長 生産管理部部門長

課員 課員 課員

技術部部門長 営業部部門長 製造部部門長

推進委員長 推進委員長 推進委員長

総務･技術Ｇ 営業･生管Ｇ 製造・品管Ｇ

グループ責任者 グループ責任者 グループ責任者

<役割>

本社環境経営管理推進者
*各種目標･計画取り纏めと進捗確認

岐阜工場環境経営管理推進者

総務部(武田） 製造部部門長(真野）

事務局 製造部次長　真野和宏

2022年10月1日

真野和宏

Ⅳ　　環境経営実施体制図(および役割)

環境経営管理最高責任者（代表者）

代表取締役　加藤　紘平

環境経営管理責任者　兼　委員長 環境経営管理推進委員会

総務部　武田　智志 工場長取締役 技術部部門長

製造部部門長 生産管理部部門長
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Ⅴ 環境経営計画 作成日：2022年4月1日

2022年4月～2023年3月

・ 休憩時間中の消灯（巡回チェック） ● ●

・ 停止設備の電源ＯＦＦ ● ●

・ デマンド管理による節電 ● ●

・ 工場内のエアー漏れ点検・補修 ● ●

・ 不良率の低減を図る ● ●

・ 昼食時間の交替制の導入 ● ●

・ 電力購入先の検討 ● ●

・ 生産性向上に努める ● ●

①－2　二酸化炭素排出量の削減（プロパン・自動車燃料等の化石燃料の削減）

・ 溶解重量当たりのプロパンガス使用量の削減 ● 　データの把握と解析、改善

・ エコドライブ・アイドリングストップの推進 ● ●

・ 配車管理の強化（配車回数の削減） ● ●

・ TV会議による人員移動の削減 ● ●

②－1　一般廃棄物の削減

・ ゴミ分別の表示とチェック（教育強化） ● ●

・ 仕入れ先に梱包資材を返却、再利用を要請。 ● ●

・ 不要な印刷をやめる ● ●

②－2　産業廃棄物の削減

・ 鉱さいの削減 ●

・ 梱包資材の分別と再利用 ● ●

③水使用量の削減

・ 節水意識の盛り上げ ● ●

・ 圧力検査の水使用削減 ● ●

・ 休憩時間中の止水確認（巡回チェック） ● ●

④不良低減

・ 客先流出不良品の削減 ● ●

・ 工程内不良率の削減 ● ●

・ 工場周辺の清掃活動 ● ●

・ 環境関連寄附の検討 ● ●

・ 鉛取扱量適正管理（化学物質管理） ● PRTR法に基づき適正に管理。

「ムダをなくす」ことを基本に取り組む。

6か月ごとに電力使用量の実績値前年度と

比較し評価する。本社、岐阜工場の管理責

任者はその結果を踏まえ従業員に取組の再

確認と徹底を促す。

取組項目 本社 岐阜 取組内容と計画

　①－1　二酸化炭素排出量の削減（購入電力の削減）

地域貢献を常に意識し定期的な社会貢献を継

続する

　⑥その他

各車両毎に6か月ごとに燃料使用量の実績

値を前年度と比較し評価する。本社、岐阜

工場の管理責任者はその結果を踏まえ従業

員に取組の再確認と徹底を促す。

年1回廃棄物の実績値を前年度と比較し評

価する。本社、岐阜工場の管理責任者はそ

の結果を踏まえ従業員に取組の再確認と徹

底を促す。

　分別の徹底と、再利用の促進

年1回水使用量の実績値を前年度と比較し

評価する。本社、岐阜工場の管理責任者は

その結果を踏まえ従業員に取組の再確認と

徹底を促す。

不良原因の解析と確実なフィードバックに実

施

　⑤社会貢献

株式会社加藤製作所 5



Ⅵ 環境経営目標の実績

削減率

全社 -1%

本社 -6%

岐阜 ＋2％

本社 0%

岐阜 ＋2％

電力の購入先は高圧は関西電力。本社の一部（低圧）のみ中部電力から購入。

電力のCO2排出係数は関西電力の2019年度排出係数0.318kg-CO2/kWhと中部電力の0.426kg-CO2/kWhを使用。

本社鋳造溶解重量

本社鋳造生産重量

全社生産高＝本社生産高＋岐阜生産高

本社生産高＝鋳造生産高＋技術生産高

岐阜生産高＝機械生産高＋組立生産高

37,601 千円

22,130 千円

○

化学物質は使用している原材料である青銅鋳物（CAC406など）に鉛が4-5％含有していますが、PRTR法に基づき適正に管理しま

す。市場の鉛フリー化も進んではいるが、市場動向次第のところもあり上記のような管理目標値は設定しません。

そのほか

の原単位

の分母の

値は右記

2022年実績

47,733 kg

24,722 kg

59,731 千円

➁廃棄物

の削減お

よびリサ

イクルの

向上

194 199 ×

全社 工場周辺の清掃活動など 回/年 4 4 5 ＋25％

水使用量の削減

m３ 300 297 300 △

m3 196

3,291 -20% 〇

本社 ×

3,508 -7% 〇

全社 軽油の削減 ℓ 1,816 1,798 1,772 -2% 〇

産業廃棄物の削減

（除く有価物）
㎏ 14,730 14,583 15,527 ＋5％

全社 一般廃棄物の削減 kg 4,105 4,064

209,899 ×

本社 液化プロパンガスの削減 kg 15,584 15,428 14,507 -7% 〇

472,246 〇

kWh 279,579 276,783 262,347 〇

207,785 -4% 〇

kg-CO2/売上

高・千円
0.099 0.098 0.076 -23% 〇

3.479 ＋23％ ×

①二酸化

炭素排出

量の削減

全社 二酸化炭素総排出量の削減

kg-CO2 216,125 213,964

電力使用量の削減

kWh 476,841 472,073

kWh 205,626 203,570

全社 ガソリンの削減 ℓ 3,782 3,744

kg-CO2/生産

高・千円
2.837 2.809

2022年度実績 評価

- 1％削減 実績値

環境経営

方針
工場 環境負荷項目 単位

基準年度

2021年度
2022年度目標

＋15％ ×

③省資源

の推進

⑤社会貢

献

④不良低

減
本社

工程内不良率の削減

（鋳造工程）
％ 4.80% 4.75% 5.55%

株式会社加藤製作所 6



Ⅶ 環境経営計画 の評価と次年度の取組
2022年4月～2023年3月

・ 休憩時間中の消灯（巡回チェック） 〇 〇

・ 停止設備の電源ＯＦＦ 〇 〇

・ デマンド管理による節電 〇 〇

・ 工場内のエアー漏れ点検・補修 〇 〇

・ 不良率の低減を図る 〇 〇

・ 昼食時間の交替制の導入 〇

・ 電力購入先の検討 △ 〇

・ 生産性向上に努める 〇 〇

①－2　二酸化炭素排出量の削減（プロパン・自動車燃料等の化石燃料の削減）

・ 溶解重量当たりのプロパンガス使用量の削減 〇 　データの把握と解析、改善の継続

・ エコドライブ・アイドリングストップの推進 〇 〇

・ 配車管理の強化（配車回数の削減） 〇 〇

・ TV会議による人員移動の削減 〇 〇

②－1　一般廃棄物の削減

・ ゴミ分別の表示とチェック（教育強化） 〇 〇

・ 仕入れ先に梱包資材を返却、再利用を要請。 〇 〇

・ 不要な印刷をやめる 〇 〇

②－2　産業廃棄物の削減

・ 鉱さいの削減 ×

・ 梱包資材の分別と再利用 〇 〇

③　水使用量の削減

・ 節水意識の盛り上げ 〇 〇

・ 圧力検査の水使用削減 〇 〇

・ 休憩時間中の止水確認（巡回チェック） 〇 ×

・ 客先流出不良率品の削減 〇 〇

・ 工程内不良率の削減 〇 △

⑤　社会貢献

・ 地域の清掃活動 〇 〇

・ 環境関連寄附の検討 〇 〇

⑥　その他

・ 鉛取扱量適正管理（化学物質管理） 〇 〇

〇 ：良好 △： やや不十分　　 × ： 不十分

引き続き、左記項目の実施を継続、徹底し

「ムダをなくす」ことを基本に取り組む。

取組項目 本社 岐阜 次年度の取組計画

　①－1　二酸化炭素排出量の削減（購入電力の削減）

地域貢献を常に意識し定期的な地域貢献活

動を継続する。

PRTR法に基づき適正に管理。

引き続き、左記項目の実施を継続、徹底す

る。

引き続き、左記項目の実施を継続。

　引き続き、左記項目の実施を継続。

　④　不良低減

　引き続き、左記項目の実施を継続。

引き続き、左記項目の実施を継続。

株式会社加藤製作所 7



Ⅷ 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

遵守確認：2023年3月31日 武田　智志

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

関連法規の違反はありません

関連法規に基づく訴訟・指摘はありません

第８条

第10条

ステッカー貼付

　消防法

指定数量以上危険物取扱の許可、危険物取扱者を選任

少量危険物貯蔵所の届出

消火器点検

消火器、パッケージ型消火設備及び自動火災報知設備の点検（岐阜）

届出控

点検記録

愛知県内は、自動車Nox・PM法適合車を使用する。

鉛取扱量届出書

検査記録

清掃記録

検査結果記録

特定化学物質の管理(銅合金中の鉛)

届出（鉛取扱量の届出）

年1回（年間値は4月～3月）6月30日までに届出書提出

　保守点検の実施（業者委託）

　清掃の実施（業者委託）

指定検査機関の定期水質検査の実施（検査機関）

水道水における鉛溶出量　鉛---0.01㎎／L以下

顧客からの要請があった場合に、製品からの鉛溶出量の測定を行う　

銅合金中の鉛が４％を超えないこと　 成績表

適合

状況

成績表

法規制名

関連法規制等

条項
条項の内容

浄化槽法

第5条

水道法

EU-RoHS指令

PRTR法

化管法

第4条

第13条

-

第2条

第5条

第10条

11条

振動規制法

Nox・PM法

第6条

第6条

第6条

第12条

騒音規制法

第4条

第4条

第16条

家電リサイクル法 第６条

第10条

廃棄物処理法

フロン排出抑制法（フロン類

の使用の合化及び管理の適正

化に関する法律）

第5条

　大気汚染防止法

空調室外機の簡易点検、定期点検(7.5kW以上）の実施など 点検記録

特定家庭用機器は、収集運搬料金とリサイクル料金を小売業者に支払い引き渡す。

第5条

届出書騒音特定施設の設置の届出（愛知県条例・岐阜県条例に従う

騒音特定施設の設置の届出（愛知県条例・岐阜県条例に従う

特定施設（ばい煙発生装置）の届出 届出書

産業廃棄物の保管(保管容器の設置、保管場所の掲示板設置)

産業廃棄物運搬・処分業者への委託（契約書の締結･許可証の添付）

産業廃棄物マニュフェストの発行と回収・保管（5年）及び報告

処理業者の現地確認

マニフェストの

保管と確認
○

○

届出書

測定記録愛知県条例に従う（ばい煙量、または濃度の測定）

排出事業者は、特定製品が廃棄される場合にフロン類の適正処理に必要な措置を講

じなければならない（廃棄時、フロン類回収業者へ引き渡し実施）
-
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Ⅸ 代表者による全体の評価と見直し・指示

　　　作成日：2023年3月31日　　　保管期間：5年間

代表者による変更の必要性の判断

１、環境経営方針の変更

２、環境経営目標の変更

３、環境経営計画の変更

４、実施体制の変更

５、その他変更の必要な項目等

2023年6月15日

代表取締役　加藤紘平

□有・■無

□有・■無

次年度以降の活動等の見直し

変更なし。継続して取り組む。

代表者のコメント・指示

特になし

活動全体の評価

□有・■無

□有・■無

□有・■無

1、環境経営目標の達成状況

２、環境経営計画の実施・運用結果

３、環境関連法規

４、外部からの環境関連の苦情

５、その他変更の必要な項目

環境負荷項目15項目中10項目について達成することができた。

ウクライナ情勢による厳しい物価高に伴い、受注量の減少が影響

し、総量では二酸化炭素排出量等で減少した。

（本社は6－7％減少、岐阜は2％増加）

概ね計画通り実施し、本社サイトには成果が出た。

引き続き、生産性向上・不良率低減に取り組みたい。

環境巡回チェックは、今後も継続実施していく。

遵守

特になし
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